
『浅草公園凌雲閣十二階　失われた＜高さ＞の歴史社会学』、拝読いたしました。折角
お気遣い頂きながら、拝読が遅れて申し訳ありませんでした。 
ご本の語り口の面白さ、議論の明晰さ、そして何より、佐藤さんのお仕事の間口の広さ
に驚嘆いたしました。特に「間口の広さ」は、私が西洋史の助手だった時代（1999－
2001年度です）より、常々感じていたことでした。今後ともご教示をよろしくお願い
いたします。 
 
御著書『文化資源学講義』をご恵与賜り、まことにありがとうございました。 
文化資源学のために、こういう本が出ることを期待して待っていました。 
新しい学問領域が認知されるためには、抽象的な原論の本がいくつ出てもだめで、具体
的な面白い研究成果を見てもらうことで、その領域が公認されていくのだという事例
を、いままでもいくつか見てきました。 
文化資源学会が立ち上がったこと、その機関誌が発刊した事と並ぶ、具体的な成果で
す。快哉を叫びたい気持ちです。 
激職の中での上梓、頭が下がります。 
文化資源学も、小佐野、月村、古井戸各氏の退任、続いて、今年度での木下、渡辺両氏
の定年で、かなり様変わりがしますね。 
今後とも、文学部の売りの１つになるようにと念じています。とりいそぎ御礼まで、 

 

 
新著、届きました。ありがとうございます！ 
「真木悠介の誕生」というタイトルからして、引き込まれ、早速読み始めてしまいまし
た。まだ、1章だけですが、在学中から、透徹した知性、広い視野が感じられますね。 
戦争（敗戦）体験など、初めて知る話も盛りだくさん！　脚注もふんだんですね !! 
週末にじっくり読ませていただきます！ 
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